
消
防
団
は
起
き
て
し
ま
っ
た
災
害

へ
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
防

災
・
減
災
を
目
的
と
し
た
啓
発
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
に
当
た
る
の
は
主
に
女

性
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

拍
子
木
に
合
わ
せ
「
火
の
用
心
」

を
唱
え
る
だ
け
で
は
な
い
多
彩
な
活

動
模
様
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

消
火
活
動
は
最
後
の
手
段

① AED 講習

②花火教室

③ラッパ隊

　
も
し
も
、
倒
れ
て
い
る
人
の
第

1
発
見
者
に
な
っ
た
ら
…
…
。

　
人
形
を
使
っ
た
わ
か
り
や
す
い

救
命
指
導
で
す
。

　
保
育
園
・
幼
稚
園
児
に
正
し
い

花
火
の
遊
び
方
を
指
導
し
ま
す
。

　
園
児
の
可
愛
さ
に
団
員
も
癒
さ

れ
ま
す
。

　
１
月
の
三
島
市
消
防
出
初
式
で

は
太
鼓
や
ラ
ッ
パ
を
演
奏
し
な
が

ら
大
通
り
を
歩
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
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分団長を紹介！

各分団の代表であり、活動を長く続けてき
た良き先輩でもある分団長も、普段は私た
ちのご近所さん。そんな「消防も

・
…の分団

長」を４人、紹介します！

第 12 分団（塚原）
木村　政人さん

第１分団（市街西）
木島　忠志さん

第 16 分団（大場）
高橋　直也さん

第６分団（谷田）
久保田　智昭さん

①消防団歴②職業③ひとこと

① ２２ 年
②金属加工業
③消防団活動ができ

るのは家族の協力
があってこそです。

① １２ 年
②針灸・マッサージ
③今後も地元愛を持

ち、地域密着の精
神で活動していき
ます。

① １9 年
②運送業
③地域の幅広い年齢

の人と知り合い、い
い先輩や仲間にめ
ぐり合うことがで
きました。

① １6 年
②小さな写真屋
③管内はもちろん、

地元町内以外の人
とも交流でき、地
域貢献している実
感を直に感じます。

家族に感謝

愛

仲間との出会い

地元に貢献

消防車が連なり走る様子は大迫力！

■
平
成
30
年
度
の
住
宅
火
災
14
件
の
内
、

　
７
件
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
未
設
置

　
す
べ
て
の
住
宅
で
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
す
で
に
設
置
し
て
い
る
場
合
も
定

期
的
に
点
検
を
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
１
日
㈮
～
７
日
㈭
は
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

「
忘
れ
て
な
い
？
　
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
　
火
の
確
認
」 

初期消火が肝心！

■
住
宅
用
火
災
警
報
器

　
取
り
付
け
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　
市
内
在
住
で
、
高
齢
で
あ
る
な
ど
の

理
由
に
よ
り
取
り
付
け
が
困
難
な
人
が

対
象
で
す
。

　
希
望
す
る
場
合
は
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
ご
購
入
の
上
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
富
士
山
南
東
消
防
本
部
予
防
課 

　
☎
９
７
２
・
５
８
０
２

雄
姿
を
ご
覧
あ
れ

消
防
団 

防
火
パ
レ
ー
ド

と
き　
３
月
３
日
㈰

　
▼
集　
合
：
午
前
８
時

　
▼
出
発
式
：
午
前
８
時
１0
分

　
▼
出　
発
：
午
前
８
時
２0
分

場
所　
市
役
所
玄
関
前
駐
車
場

内
容　
消
防
団
員
１
１
０
人
が
防
火
を
呼

び
掛
け
な
が
ら
パ
レ
ー
ド

　
▼
第
１
班
：
市
街
地
・
北
上

　
▼
第
２
班
：
錦
田

　
▼
第
３
班
：
坂

　
▼
第
４
班
：
中
郷

問
危
機
管
理
課
☎
９
７
２
・
５
８
２
０
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